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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2022年６月30日に提出した第31期（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）有価証券報告書に添付しております

「独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書」及び「独立監査人の監査報告書」の記載事項の一部に原本と異な

る記載がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

独立監査人の監査報告書

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

　　（訂正前）

 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

（省略）

監査上の主要な検討事項

（省略）

請負契約における原価総額の見積りの合理性

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

（省略）

　株式会社ＳＩＧグループ及び連結子会社は請負契約につ

いて、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足

すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合の除き、

財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつ

れて、一定の期間にわたり収益を認識する方法を適用して

いる。

（省略）

（省略）

(1）内部統制の評価

　実行予算の策定プロセスに関連する内部統制の整備及び

運用状況の有効性を評価した。評価に当たっては、特に以

下の点に焦点を当てて評価を実施した。

（省略）

（省略）

 

　　（訂正後）

 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

（省略）

監査上の主要な検討事項

（省略）

請負契約における原価総額の見積りの合理性

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

（省略）

　株式会社ＳＩＧグループ及び連結子会社は請負契約につ

いて、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足

すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合を除き、

財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつ

れて、一定の期間にわたり収益を認識する方法を適用して

いる。

（省略）

（省略）

(1）内部統制の評価

　実行予算の策定プロセスに関連する内部統制の整備及び

運用状況の有効性を評価した。評価に当たっては、特に以

下に焦点を当てて評価を実施した。

（省略）

（省略）
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　　（訂正前）

 独立監査人の監査報告書  

（省略）

財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

（省略）

財務諸表監査における監査人の責任

（省略）

　監査人は、監査等委員と協議した事項のうち、当事業年度の財務諸表の監査で特に重要であると判断した事項を監査上

の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止されている場合

や、極めて限定的であるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回ると合理的に見込

まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

（省略）

 

　　（訂正後）

 独立監査人の監査報告書  

（省略）

財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

（省略）

財務諸表監査における監査人の責任

（省略）

　監査人は、監査等委員会と協議した事項のうち、当事業年度の財務諸表の監査で特に重要であると判断した事項を監査

上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止されている場

合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回ると合理的に

見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

（省略）
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